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　おおたオープンファクトリーは、多
くの団体・企業との連携も進めている。

「地学地就」のキーワードで、地域の
モノづくりとの連携を重視する地元専
門学校・日本工学院専門学校は、機械
設計、建築、グラフィックなど多様な
専門性を持つ学生が、教育プログラム
の一環としてオープンファクトリーの
各種企画に参画している。「モノづく
りたまご」では、アイデアコンペへの
参画、そして製品化に向けて工場との
コラボレーションに取り組んできた。
S（職人）カードでは、図案の作成を
行った。また、製品などの展示のため
の木製の什器やオブジェのデザイン・
製作を行ってきた。
　地元商店街や地元町会は、フラッグ
やポスターの掲示に協力頂き、おおた
オープンファクトリーの地域イベント
としての側面を支えて頂いている。
　電鉄系では、東急電鉄は駅や社内で
のポスター掲示のほか、WEB メディ
ア「とくらく」での情報発信（特集記
事として、「モノづくりたまご」や「ね

じまき隊」）に取り組んで頂いた。臨
海部を通る東京モノレールは、車両基
地の公開（第７回）や「東京モノレー
ルまつり」との同時開催（第８回）な
ど連携を深めている。
 また、普段区内各所で町歩きツアー
を提供している大田・品川まちめぐり
ガイドの会は、工場巡りと町歩きを組
み合わせたツアーを毎回実施してい
る。

　さらに、工場側にも変化の兆しが見
え始めている。当初は、工場の経営者
がおおたオープンファクトリーの企画
に関わるのが一般的であったが、複数
の工場を巡り一つの製品を完成させる

「仲間回しツアー・ラリー」において
は、社内の若手職人が集いアイデアを
出し合い、交流を深めている。工業団
体など既存の工場間のネットワークに
はみられない新たなつながりが生まれ
ている。一方、工場アパートに関して
は、施設の指定管理者であり、地域貢
献を重視する野村不動産パートナーズ
が、入居企業へオープンファクトリー
への参加依頼や、共用空間での企画の

取りまとめなど担っている。

　このように、おおたオープンファク
トリーは、観光協会、大学、そして工
業団体だけではなく、様々なステーク
ホルダーを抱えるようになり、第８回
では企画運営に関わる意思決定の仕組
みをより明確になるように試みた。す
なわち、企画立案を行う各部会「工場
公開」「企画」「広報・デザイン」「ね
じまき隊」、そして全体統括、予算管理、
関係各所との連絡調整などを担う「事
務局」（大田観光協会）が、事務局会
議を開催し企画立案を行い、最終的に
は意思決定機関としての「実行委員会
運営会議」（年３回程度実施）を設けた。
おおたオープンファクトリーに参加す
る全工場や関係者は、「実行委員会総
会」（キックオフ（9 月）、振り返り会

（1 月））の場で集い、コミュニケーショ
ンを図った。
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